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　啓蒙主義とロマン主義の両方にまたがる作家とされるハインリッヒ・フォ
ン・クライスト（1777－1811）の戯曲作品を，およそ想定されている執筆期順
に，『シュロッフェンシュタイン家の人々』，『ロベール・ギスカール』，『アン
フィトリュオン』，『壊れ甕』，『ペンテズィレーア』，『ハイルブロンのケート
ヒェン』，『ヘルマンの戦い』，『公子ホンブルク』と並べてみると，『ペンテズィ
レーア』までの作品には，濃淡の差はあれギリシャ・ローマ古典文学の色彩が
共通して認められるように思う。作家として身を立てようとする者が古今東西
の作品から学ぶのは当然であって，当時の流行からすれば他にも異なる文学潮
流からの余韻が見られ，特に最初の戯曲『シュロッフェンシュタイン家の人々』
には，シェークスピア悲劇を思わせる箇所も少なくない。けれども，『ロベー
ル・ギスカール』，『アンフィトリュオン』，『壊れ甕』，『ペンテズィレーア』な
どの初期作品の特徴をひとかたまりとして見る限り，ギリシャ・ローマ古典古
代文学の系譜に関係する印象は否定すべくもない。そうした傾向の基礎にあっ
たのは，クライストが少年時代から青年時代までに受けた教育や同時代作家か
らの影響であろう。当時にあっては，ギリシャ・ラテン語による古典文学こそ
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が教養の根幹であったことを忘れてはなるまい。
　プロイセン貴族の家に生まれたクライストは幼い頃，オーダー河畔フランク
フルトの家で神学者クリスティアン・エアンスト・マルティニ Christian 
Ernst Martini から最初の教育を受け，11歳からベルリンに出て，ユグノー派
の説教師であるザムエル・ハインリヒ（アンリ）・カーテル Samuel Heinrich
（Henri） Catel の経営する寄宿舎に入った。そこでクライストは二人の年上の
従弟と一緒に暮らしながらカーテルの義兄弟であるフレデリク・ギヨーム・オ
シュコルヌ Frédéric Guillaume Hauchecorne の学校で授業を受けたようであ
る。この学校ではフランス語教育が中心におこなわれていたと思われるが，少
年の時期に古典語や文学に造詣の深い文人カーテルが関係する寄宿舎に入り学
校に学んだことは，たとえ父の急死のため在学期間がわずか数か月にとどまっ
たにしても，その学風あるいは文化的雰囲気が浅からぬ印象を残したと推測さ
れる。この文人はフランス語を書き話すことに不自由せず，ヘブライ語や英語
も解したと言われ，ラテン語やギリシャ語の詩作品をドイツ語に翻訳もしてい
る（たとえば，Samuel Heinrich Catel: Bion, Moschus, Anakreon und Sappho: 
aus dem griechischen / Neue Übersetzung, in Versen, 1787 は，クライストが
彼の寄宿舎に入る前年に出版されている）。父の没後1788年から４年間のクラ
イストの消息は明らかではないが，フランクフルトの家に戻り，マルティニの
授業を再び受けたのであろうと推測されている。その後14歳で歩兵連隊に入隊
し，それからほぼ７年間軍籍にあった。しかし，その軍籍時代も「学問と詩学
と音楽」に親しんでおり，1799年３月に軍隊を去り大学での学問を志すにあ
たって，最初の教師であったマルティニに宛てた手紙でこう書いている。「僕
は専ら，数学と哲学という，全ての知識の基礎であるこの二科目に取り組むか
たわら，ギリシャ語とラテン語を学んできました。これからは後者，つまりラ
テン語を主目標にしようと思います」Ich habe mich ausschließlich mit Mathe-
matik und Philosophie,‐als den beiden Grundfesten alles Wissens, beschäftigt 
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und als Nebenstudien die griechische und lateinische Sprache betrieben, 
welche letztere ich nun zur Hauptsache erheben werde.
　成人した頃のクライストのギリシャ語とラテン語学習がどこまで進んでいた
のか，今となっては定かではないが，文学作品を創作する直前の時期までに彼
が少なくともある程度これらの古典語を学んでいたという事実には注目してお
くべきであろう。古典文学作品，とりわけ現代に伝わる古代ギリシャ演劇は，
当時既にほとんどがフランス語に翻訳されており，フランス語が堪能だったク
ライストにとっては古典語を解さなくてもこの分野へのアプローチは可能で
あった。古典語の学習を通して古代ギリシャ演劇への関心が喚起され，その興
味が存在し続ければ，フランス語訳でそれらを読むことはそう困難ではなかっ
たのである。
　1801年春に出発したパリ旅行そして翌年９月までのスイス滞在時代に，クラ
イストの創作意欲は高まり，処女戯曲『シュロッフェンシュタイン家の人々』
が完成した。その後，悲劇『ロベール・ギスカール』を制作するにあたって，
いよいよギリシャ悲劇と真剣に取り組まざるを得なくなったと思われる。当時
高名な作家であったマルティン・ヴィーラントの知己を得て，彼の邸宅に滞在
している間，『ロベール・ギスカール』の抜粋の朗読を聴いた老作家によって，
「アイスキュロスとソフォクレスとシェークスピアの精神が一つになって悲劇
を作るとすればその作品となるだろう」と激賞され，その完成を鼓舞されたの
であるが，この壮大な構想は実現できなかった。その挫折はクライストに絶望
のあまり彷徨を続け，ついには死地を求めてナポレオン軍に身を投じようとし
たほどの深い傷跡を残した。その苦悩から辛うじて立ち直って，作家活動を本
格的に開始したドレースデン時代に発表されたのが，わけても古典古代の演劇
との関連が顕著だとされる３作品，『アンフィトリュオン』，『壊れ甕』，『ペン
テズィレーア』である。その中でも『ペンテズィレーア』は，舞台が古代ギリ
シャのトロイア戦争であるばかりでなく，クライストが『ロベール・ギスカー
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ル』の完成を目指して奮励刻苦した自らの体験をそこに織り込んだ作品とも解
されている。この作品の完成以降は，当時危機的であったプロイセン国家の政
治・文学状況を反映してか，『ハイルブロンのケートヒェン』は中世騎士文学
の世界となり，ゲルマンの古代史を背景とする『ヘルマンの戦い』を経て，近
代プロイセンの歴史から題材をとった『公子ホンブルク』へと政治的メッセー
ジ性も強くなっていき，入れ替わるようにギリシャ・ローマ古典古代の色彩は
全体的に薄れていったと言える。
　ところが，同時代のアーダム・ミュラーの証言によれば，クライスト自身は
『ペンテズィレーア』の表現形式がギリシャ古典文学のそれと比較されるより
むしろその内容の現代的性格が理解されることを望んでいた（Brief Adam 
Müllers an Friedrich Gentz. Dresden, 6. Febr. 1808 In: Heinrich von Kleists 
Lebensspuren Nr. 226）と伝えられている。作中第15場で女王ペンテズィレー
アが語るアマゾン建国の神話には，たしかにフランス革命の寓意が含まれるよ
うであり，またそこに用いられた語彙も近代の思想家ルソーやカントを思わせ
るものであることが明らかにされている（Hans Peter Hermann: Sprache und 
Liebe In: Text + Kritik Heinrich von Kleist, 1993 参照）。けれどもその背景と
されたのはギリシャ神話の時代であり，手本となったのはギリシャ悲劇であっ
た。神話を題材にしたギリシャ悲劇というよりは，ギリシャ悲劇という形式を
下地にペンテズィレーアという新たな神話的存在を造形したと言えるかもしれ
ない。つまり，『ペンテズィレーア』では国家理性および社会の掟と個人の感
情あるいはその解放という近代的な根本問題がテーマとなっているが，それを
描き出す背景としては神話やギリシャ悲劇が利用されているのである。
　クライストにとって当時シェークスピアと並んでギリシャ悲劇が演劇の模範
であったことは疑うべくもないが，さらにもうひとつ，これは最新の文学研究
があまり扱わない分野であるものの，ヨーロッパ騎士文学の伝統も彼の戯曲や
短編作品に比較的濃い影を投げかけていると思われる。騎士文学，シェークス
152
153『ペンテズィレーア』
ピア，ギリシャ悲劇という三つの文学伝統のうちにあってクライストが創作し
たといっても，当然ながら作品ごとにそれらが浮かび上がる濃淡は異なり，悲
劇でいえば『シュロッフェンシュタイン家の人々』はシェークスピアと騎士文
学に，『ペンテズィレーア』はギリシャ悲劇と騎士文学に，より多くを負う作
品になっているのである。ギリシャ古代のトロイア戦争を舞台としながらも，
たしかにアキレウスとペンテズィレーアの愛と戦いのモチーフには，これは騎
士道の世界かと見紛う場面も少なくない。アキレウスがペンテズィレーアとの
馬上の一騎打ちで「長い槍をかざして激突し」，落馬した女王を抱き起こして
嘆き悲しむという描写などはその一例であろう。比較的古い研究書，たとえば，
Hans Klein: Die antiken Amazonensagen in der deutschen Literatur, 1919 あ
るいは，Friedrich Braig: Heinrich von Kleist. 1925 には，イタリア・ルネッサ
ンスの詩人トルクヴァート・タッソー Torquato Tasso（1544－1595）の騎士
物語詩『解放されたエルサレム』Befreites Jerusalem が，『ペンテズィレーア』
のいくつかのモチーフの源泉として挙げられている。このタッソーの作品はク
ライストの生きていた19世紀初頭のドイツ語圏でグリース Johann Dietrich 
Gries の翻訳によって名声を博したものであるが，その翻訳を現在 Projekt 
Gutenberg‐DE によってインターネットでも読むことができる。
　本稿ではしかし扱う文芸領域をあまり広げず，ギリシャ古典の受容と発展と
いう観点から，とくにギリシャ悲劇の叙事的側面である〈使者の報告〉Boten-
bericht と『ペンテズィレーア』におけるそれとの関連を中心として見ていく。
＊
　『ペンテズィレーア』のテクストは３種類が伝えられている。ひとつは，別
人によって清書された原稿にクライスト自身の手になる訂正跡の残る手稿であ
り，もうひとつは，雑誌（フェーブス』Phöbus 第１号に『有機的断片』
Organisches Fragment として掲載された抜粋であり，そして最後に，1808年
153
154 文化論集第 41・42 合併号
に出版された書籍での印刷テクストである。この書籍の決定稿では戯曲全体が
24場であるのに対し，それより早い時期に書かれたと推定される手稿では23場
から成っている（手稿の第14場が決定稿においては第14場と第15場に分割され
ている）。また，手稿と決定稿の詩句の異同は数百箇所に及ぶ。いずれも幕の
区分がないのは，古代のギリシャ演劇と同じであるが，新古典主義の原則であ
る三一致の法則，時と場所と筋の統一は実質的に守られている。Jochen 
Schmidt によれば，全体が24場という構成はホメロスの叙事詩『イリアス』の
24巻を思わせ，劇の流れは次のように５幕に纏めて再構成することができる
（Jochen Schmidt: Heinrich von Kleist, 1974 S.129f.）。
第１幕　１～４場　提示部 Exposition
         ギリシャ軍の陣営
第２幕　５～８場　 第１幕がギリシャの世界であるのと対照的に第２幕はアマ
ゾンの世界
         アマゾン軍の陣営
第３幕　９～14場　 ギリシャとアマゾン両世界の出会い，そして主人公の愛の
場面へ
          アキレウスを手に入れた（と思わされた）ペンテズィレー
アの歓喜と賛歌
第４幕　15～20場　悲劇的急転 Peripetie15 場
          愛の場面からの段階的転落である16, 17, 18場を経てアキ
レウスの決闘の申し入れに対するペンテズィレーアの戦
慄，そして雷鳴
第５幕　21～24場　破局 Katastrophe
         アキレウスとペンテズィレーアの死
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　本来こうした５幕の劇はギリシャ悲劇をフランスの新古典主義者が翻訳紹介
する時に用いた形式であり，もとのギリシャ悲劇には幕や場面の転換がなかっ
たにもかかわらず，それらの最初のフランス語訳（Pierre Brumoy）やドイツ
語訳（Johann Jacob Steinbrüchel）は，各幕が数場面からなる５幕形式に再構
成されて公刊されていた。またこの５幕形式は，クライストの生きていた時代
のドイツ演劇においても一般的であった。しかし，ギリシャ悲劇に何らかの意
味で関連すると思われるクライストの３作品，『アンフィトリュオン』，『壊れ
甕』，『ペンテズィレーア』のうち幕があるのは「モリエールに倣った」『アン
フィトリュオン』の３幕形式だけであり，『壊れ甕』と『ペンテズィレーア』
においては場面だけが連続している。そこには新古典主義のギリシャ悲劇の受
容の仕方に対するクライストの批判精神が働いているのかもしれない。
　ギリシャ悲劇は一般に冒頭のプロロゴスで登場人物の独白や対話から始ま
り，その次のパロドスでコロスが歌いながら登場する。結末はコロスの歌によ
るスタシモンの次にコロスの歌や登場人物の対話，あるいはエウリピデスの悲
劇では使者の報告がここに置かれて，エクソドス（狭義ではコロスの退場する
時の歌）を迎えることが多い。『ペンテズィレーア』では，このプロロゴスと
次に続くパロドス（第２場）で早くも実質的な使者の報告が現れ，結末におい
てもメーロエの報告が第23場に置かれてエクソドスの区切りとしての機能を果
たしている。こうした劇の冒頭と掉尾における対称的な構成が創作の最初の段
階から見通されていたのか，あるいは徐々に築き上げられたものなのか。いず
れにせよ持続的構想なくしてはこうした細部にわたる相似形は完成しないよう
に思われる。場数が23場から，『イリアス』の巻数と同じ24場にされたのも同
様に持続的構想の産物であろう。
　古典劇に見られるこの使者の報告とは，舞台の外で生じた事件を過去の出来
事として聴衆に知らせる一方法であるが，さらにもうひとつ似たような工夫と
して，これは城壁などに登った目撃者が舞台外の情景を同時進行で語り聞かせ
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るギリシャ語のテイコスコピア teichoskopia（ドイツ語で Mauerschau）と呼
ばれる技法があり，クライストの『ペンテズィレーア』には両方とも認められ
る。次に，各場面の筋の展開をたどりながら，作品の全体的構成とも密接に関
連すると思われるこれらの表現形式に焦点を当ててみたい。
第１場　 トロイア付近の戦場でアマゾン軍と対峙するギリシャ軍の将であるオ
デュセウスとディオメーデスが，本隊から派遣されてきたアンティロ
コスと戦況を話し合う。トロイア軍，ギリシャ軍いずれとも同盟せず
に，ひたすら戦うアマゾン軍の女王の行動が謎として示される。オ
デュセウスはアキレウスとともに女王ペンテズィレーアと会見した時
の様子を，彼女の動作に焦点を定めその表情をクローズアップするか
のように描き出す。「彼女は一瞬の間物思いに沈み，わが軍の方を見
やったが，その表情はうつろで，前に立っているわれわれはまるで石
像のように無視された。…ところがそうして彼女の目がペレウスの息
子に注がれた瞬間に，突然彼女の顔は燃えるように首まで赤く染まっ
たのだ。まるで彼女のまわりの世界が輝かしい炎を上げて燃え上がっ
たようだった。…そして彼女は再び酔いしれたようなまなざしでアキ
レウスの光り輝くような姿を見すえていた。そこでそばの女は恐る恐
る彼女に近づいて私のことばにまだ答えていないことを思い出させた
のだ。すると彼女の頬にはまた紅がさした。腹立たしさからか，恥じ
らいからか，鎧の帯あたりまで染まるほどに赤らんで，わたしのほう
に向き直り，取り乱しながら誇りを忘れず，しかも荒々しく私はアマ
ゾン一族の女王ペンテズィレーア，答えはこの箙
えびら
から取り出す矢で送
りますと言ったのだ」（岩淵達治訳，以下の引用も，多少の変更はあ
るものの，ほぼ同訳によっている。他の邦訳としては戦前の吹田順助
訳，最新の佐藤恵三訳もあり，双方とも参照させていただいたが，引
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用するにあたっては訳文に対する私の嗜好から主として岩淵訳に従っ
た。引用文の末尾には原典での引用初めの行数だけを記す）Gedan-
kenvoll, auf einen Augenblick, /Sieht sie in unsre Schar, von 
Ausdruck leer, /Als ob in Stein gehaun wir vor ihr stünden; …Bis 
jetzt ihr Aug auf den Peliden trifft: /Und Glut ihr plötzlich, bis zum 
Hals hinab, /Das Antlitz färbt, als schlüge rings um ihr /die Welt in 
helle Flammenlohe auf, …Sie ruht, sie selbst, mit trunkendem Blick 
schon wieder /Auf des Äginers schimmernde Gestalt: /Bis jen’ ihr 
schüchtern naht, und sie erinnerrt, /Da sie mir noch die Antwort 
schuldig sei. /Drauf mit der Wangen Rot, wars Wut, wars Scham, /
Die Rüstung wieder bis zum Gurt sich färbend, /Verwirrt und stolz 
und wild zugleich: sie sei /Penthesilea, kehrt sie sich zu mir, /Der 
Amazonen Königin, und werde /Aus Köchern mir die Antwort über-
senden! 63　その後ペンテズィレーアは戦場で一途にアキレウスを追
撃し，アキレウスも獲物の鹿を捕らえようと「解き放された猟犬のよ
うに」wie die Dogge entkoppelt 213 彼女を追うことをやめないと報
告される。ここで交わされる対話の内容は，主としてトロイアに進撃
してきたアマゾン軍の，特にペンテズィレーアの行動にむけられてい
るが，その言葉は，「そう，君の送った使者の報告も一字一句そのと
おりだった」So, Wort für Wort, der Bote, den du sandtest; 103 とア
ンティロコスが述べているように，実質的に一種の使者の報告と見る
こともできる。
第２場　 一人の隊長が登場して，アキレウスがアマゾン軍の手中に落ちたと告
げる。第１場のオデュセウスの叙述でもドイツ語の動詞はほとんど現
在形であったが，この隊長の報告でも最初の文に動詞の過去形
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schmolz…hin 247 が１個，最後の文に過去形 verschwand 349 が１個
用いられている以外は，100行以上ずっと動詞は現在形であり，その
描写はあたかもスペクタクル映画のような精彩を放っている。最初に
全体的な戦況が語られ，アマゾン軍の襲撃によってギリシャ軍の戦列
が崩れた敗走の中で，アキレウスの４頭立て戦車だけが自軍から引き
離され，断崖の上に至って立ち往生する情景が大きな展望から一台の
戦車へと迫る形で映し出される。おびえた馬の手綱が絡まったところ
にアキレウスの御者が飛び込んで，結び目を解こうとする姿が浮かび
上がったすぐ後に，追跡してきたアマゾンの一隊が断崖の下にたどり
着き，そこから女王だけが一騎離れて駆け上がろうとする。今度はま
たしてもペンテズィレーアの動作のひとつひとつが妙に丹念に描き出
される。「彼女はそこで葦毛の馬の疾走を止めましたので，彼女の周
囲はもうもうたる砂塵に包まれてしまいました。彼女は燃えるような
顔をふり仰ぎ，一瞬で岩壁の高さを測りました。冑の羽飾りさえ，驚
きのあまり彼女のもとどりをつかんで彼女を引きとめているように見
えました。と見るや突然彼女は手綱を置き，ゆたかに波うつ髪のふり
かかる顔を，急いで小さな手で押さえたのです。その様はまるで眩
め ま い
暈
を覚えた女のようでした」Sie hemmt, Staub rings umqualmt sie, /
Des Zelters flüchtgen Lauf, und hoch zum Gipfel /Das Angesicht, 
das funkelnde, gekehrt, /Mißt sie, auf einen Augenblick, die Wand: /
Der Helmbusch selbst, als ob er sich entsetzte, /Reißt bei der Schei-
tel sie von hinten nieder. /Drauf plötzlich jetzt legt sie die Zügel 
weg: /Man sieht, gleich einer Schwindelnden, sie hastig /Die Stirn, 
von einer Lockenflut umwalt, /In ihre beiden kleinen Hände drücken. 
282　彼女は止めようとする者の手を振り払って崖に挑み，一度は騎
馬もろとも落下するが，ついに頂に通ずる道を見つけて突進する。し
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かし，その間にアキレウスの戦車と馬は体勢を立て直し，谷のかなた
に疾駆していく。以上の報告は，本来，過去の出来事でありながら，
ドイツ語動詞が歴史的現在（物語体現在形）である効果も与って，ま
るで目前に繰り広げられている出来事を聴衆に伝えようとしているか
のようである。直前に起きた出来事をまだ網膜に映ったまま急いで再
現しようとしている点で，現在形動詞による同時報告とされるテイコ
スコピアとほとんど変わるところはない。第１場で語られるオデュセ
ウスとディオメーデスの報告は過去数日来の出来事であり，それが第
２場では数刻前，いや数分前に迫り，次の第３場ではついに語りと事
件が同時進行するという寸法である。というより，この隊長による直
前過去の報告は第３場のミュルミドンの兵士たちによる紛れもない現
前報告のテイコスコピアに直接連なっているといってよい。第２場の
隊長も第３場のミュルミドンの兵士たちもスペクタクルを言語化する
活弁士の役割に没入しており，両者の間には内容からも表現形式から
も隔たりがなく，あたかも劇中の語り手という一人の配役を体現して
いるかのようである。
第３場　 オデュセウス，ディオメーデス，アンティロコスは，アキレウス救援
のために舞台から去り，ギリシャ兵たちが丘の上に登って，目撃した
ことを互いに語り合う，その科白が舞台の観衆ないしは読者に向けら
れた同時報告となる。ギリシャ軍の陣地に向って疾駆するアキレウス
を追ってペンテズィレーアとアマゾン兵の一隊が迫る。第１場では，
アキレウスが猟犬に，ペンテズィレーアが鹿にたとえられたが，今度
はアキレウスがアルテミスに追われるアクタイオンの鹿とみなされ，
騎馬で迫るペンテズィレーアはアルテミスさながら，弓から放たれる
矢の動きとして描かれる。まさにゼノンのアキレウスと飛ぶ矢のパラ
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ドクスの如く，矢はアキレウスの身体の直前にまで達しながら，決し
て接することはない。この弓と矢の比喩はアキレウスが巧みに操る戦
車の走路にも再び現れる。「アキレウスはこの段になって，相手を愚
弄するように，弓なりに戦車の向きを変えた！　気をつけないと，ア
マゾンの女は弦の方向をとるかもしれない」Er lenkt im Bogen 
spielend noch! Gib acht: /Die Amazone wird die Sehne nehmen. 416　
矢の喩えを敷衍して言えば，アキレウスに肉薄するペンテズィレーア
を追う兵士たちの報告，このテイコスコピアこそが二人の動きにシン
クロする矢であると言える。戦車と並走してペンテズィレーアが一撃
を加えようとする瞬間にアキレウスは方向を変え，彼女は転倒し，そ
こに続くアマゾン兵が突っ込んで折り重なる。危うく追撃を免れたア
キレウスの姿を描くのは，またしても矢の喩えである。「彼はもう矢
の射程距離の三倍ものところまで疾駆しました！　もう彼女の視線さ
え 彼 に 届 か ぬ ほ ど で す 」Um drei Pfeilschüsse flog er fort und 
drüber! /Kaum mehr mit Blicken kann sie ihn erreichen, 458
第４場　 アキレウスを迎え，喜びに沸くギリシャ軍の陣営では，追撃を見事に
振り切ったその手際に対して賞賛の言葉が浴びせられるが，興奮冷め
やらぬ英雄の耳には一切届かない。オデュセウスらは，アマゾン軍を
トロイアの城壁近くにおびき寄せて，挟撃する作戦に同意させようと
彼の説得にかかる。しかし，アキレウスはペンテズィレーアのいる現
下の戦場から一歩も退こうとはせず，彼らと言い争った挙句，最後に
こう言い放つ。「誓っていうが，彼女を私の許
いいなずけ
婚にしないうちは，ペ
ルガモスの町にも二度と帰らぬぞ，彼女の額に死の痛手という冠をい
ただかせ，その頭を引きずって通りをねり歩くまでな」Ich schwörs, 
und Pergamos nicht wiedersehen, /Als bis ich sie zu meiner Braut 
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gemacht, /Und sie, die Stirn bekränzt mit Todeswunden, /Kann 
durch die Straßen häuptlings mit mir schleifen. 612
　この箇所は叙事詩『イリアス』の末尾近く（24巻中の第22巻）にあるアキレ
ウスによるヘクトルの死体陵辱の描写を髣髴させる。「両方の足の後ろ側に，
かかとの上から足のつけ根にかけて，腱のところに穴をあけ，それへ牛の皮で
つくった細い紐を結わえつけて戦車の台の後部に繋ぎ，頭は引きずられるまま
に放任した」（呉茂一訳）Beiden Füßen nunmehr durchbohret’ er hinten die 
Sehnen, /Zwischen Knöchel und Fers’, und durchzog sei mit Riemen von 
Stierhaut, /Band am Sessel sie fest, und ließ nachschleppen die Scheitel;
（Johann Heinrich Voss のドイツ語訳）。『ペンテズィレーア』手稿の描写は『イ
リアス』の末尾と同じように詳細でリアルである。「しかし誓っていうが，帰
途にはつかぬぞ，彼女の両足を穿って，楔を私の戦車の軸に結びつけ，その頭
を引きずって地面の泥にまみれさせるまでな」Doch eher nicht, ich schwör’s, 
besteig’ ich es, /Als ich ihrer Füße Paar durchkeilen, /Den Keil an meine 
Achse binden, häuptlings /Sie durch den Kot des Landes schleifen kann. 580
　また第９場で，今度はペンテズィレーアが，一敗地にまみれた幻視の中でプ
ロトエに語る。「あの人が私を馬にさか吊りにして引かせながら故郷に連れ帰
ろうと，かまうことはない。そして彼が，今はこうして新鮮な生命にあふれて
いるこの肉体を，荒野であられもない姿で放り出し，犬どもや鳥のいまわしい
種族の朝の餌食にくれてやるというならそれもよい」Laßt ihn mit Pferden 
häptlings heim mich schleifen, /Und diesen Leib hier, frischen Lebens voll, /
Auf offnem Erde schmachtvoll hingeworfen, /Den Hunden mag er ihn zur 
Morgenspeise, /Dem scheußlichen Geschlecht der Vögel, bieten. 1248（但し
手稿には対応箇所がない）
　第13場では，再びアキレウスの科白である。気絶したまま捕虜になった女王
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にその事実を隠すようにと懇願するプロトエに対して，彼はこう答える。「私
の意志をあなたに言っておく必要がありそうだが，それは，プリアモスの傲慢
な息子にしてやったしうちを，この女にも行うことだ」Mein Will ist, ihr zu 
tun, muß ich dir sagen, /Wie ich dem stolzen Sohn des Priam Tat. 1514（手
稿には対応箇所がない）
　第15場では，気絶から覚めてアキレウスに勝利したと思い込まされたペンテ
ズィレーアが，かねて抱いていた英雄への憧れを語る。「プリアモスの息子た
ちの中でもっとも偉大だった男を，トロイアの城壁の前で倒したのはだれだか
言ってごらんなさい？　あなただったというの？　いったいおまえがあの男の
矢のような足にその手でくさびを打ちこみ，車に死骸を逆さにつるして，その
男の祖国の町の周りをひきずったのだとでもいうつもり？」Sprich, wer den 
Größesten der Priamiden /Vor Trojas Mauern fällte, warst das du? /Hast du 
ihm wirklich, du, mit diesen Händen /Den flüchtgen Fuß durchkeilt, an 
deiner Achse /Ihn häuptlings um die Vaterstadt geschleift? 1794
　この後アマゾン国創設以来の長い物語を語り終えたペンテズィレーアは，再
びアキレウスにどんなに自分が『イリアス』の英雄の世界に憧れ，胸をときめ
かせていたかを繰り返す。「全世界が，広げられたみごとな網のようにわたし
の前に横たわっていました。その広く大きい網の目のひとつひとつに，あなた
の偉大な行為がひとつずつ結びつけられていたのです。そして絹のように清ら
かで白いわたしの胸に，わたしはその行為のひとつひとつを炎のような鮮やか
な色で焼きつけたのです。わたしはあなたの姿を見るようになりました，あな
たがイリウム（トロイア）の前で彼を，逃げようとするプリアモスの息子を打
ち倒すところを，また彼の血塗れの髪がむきだしの地面の上に引きずられてい
く時，あなたが，火のような勝利への望みに燃え上がりながら，顔を彼のほう
に向けて彼を見つめているところや，プリアモスが嘆願をたずさえてあなたの
テントに現れる様子も，まざまざとこの目で見たの」Die ganze Welt /Lag 
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wie ein ausgespanntes Musternetz /Vor mir; in jeder Masche, weit und groß, 
/War deiner Taten eine eingeschürzt, /Und in mein Herz, wie Seide weiß 
und rein, /Mit Flammenfarben jede brannt ich ein. /Bald sah ich dich, wie du 
ihn niederschlugst, /Vor Ilium, den flüchtgen Priamiden: /Wie du, entflammt 
von hoher Siegerlust, /Das Antlitz wandtest, während er die Scheitel, /Die 
blutigen. auf nackter Erde schleifte; /Wie Priam flehnd in deinem Zelt 
erschien 2188（手稿では，「わたしはあなたの姿を見るようになりました，あ
なたがアカイア門の前で逃げようとするヘクトルを打ち倒すところを，また彼
の血塗れの髪がむきだしの地面の上に引きずられていくところや，白い服を着
たプリアモスが出現した時，あなたが最初彼にパトロクルスの死体を見せた様
子も，まざまざとこの目で見たのです」Bald sah ich dich, /Wie du ihm nie-
derschlugst, den Flüchtigen, /Vor dem Achajertor, wie er die Scheitel, /Die 
Blutigen, auf nackter Erde schleifte, /Wie Priam der weißlock’ge dir erschien. 
/Wie du ihm erst Patroklus Leiche zeigtest; 1912　ここは手稿の手直し後に
『イリアス』の内容に照らして修正した結果，この決定稿の表現に落ち着いた
のだと思われる）
　以上のように，アキレウスが血塗れのヘクトルの死体を地面に引きずるイ
メージは，なんと作中計５回も現れるのである。特に最後の例では，神話乃至
文学で一杯になった少女の空想のように，いよいよペンテズィレーアの夢想と
現実の境界が消えていったことが示されている。その行き着くところが，猟犬
とともにアキレウスの死体を引き裂き食いちぎる行為であるとすれば，この戯
曲はアキレウスとヘクトルの戦いのロマン主義的な後日譚として，叙事詩『イ
リアス』の末尾につらなると言えなくもない。『イリアス』の第22巻から最後
の第24巻までは，アキレウスによるヘクトル殺害とその屍をめぐる物語であ
り，それがこの叙事詩全体の山場になっているが，その構造は『ペンテズィレー
ア』にもあてはまる。つまりペンテズィレーアによるアキレウス惨殺がアマゾ
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ンの女戦士たちによって語られるのはやはり第22場以降であり，その大詰めも
第24場で迎えるのである。…いささか先走りすぎた。場面ごとの内容に立ち戻
る。
第５場　 アマゾン陣営。ホメロスの英雄の世界に対抗するようにペンテズィ
レーアが己の戦いを形容する表現は，いきなり常軌を逸している。「わ
たしはあの若くて反抗的な軍神のような男を，押さえつけてやるの
だ，戦いをともにしてくれたあなたたちに言います，今のわたしには，
一万の太陽を融かした灼熱の球でさえ，彼に対して得たたったひとつ
の勝利の輝かしさには及ばないように思えるのです」Den jungen 
trotzgen Kriegsgott bändg’ ich mir, /Gefährtinnen, zehntausend Son-
nen dünken, /Zu einem Glutball eingeschmelzt, so glanzvoll /Nicht, 
als ein Sieg, ein Sieg mir über ihn. 630　「わたしはわたしの足もとに
ひざまずく彼を見たい。この栄光に輝く戦いの日に，戦いの喜びには
やる心をいつになくかき乱すあの思い上がった男を一敗地にまみれさ
せたい」Ich will zu meiner Füße Staub ihn sehen, /Den Übermüti-
gen, der mir an diesem /Glorwürdigen Schlachttag, wie keiner noch, 
/Das kriegerische Hochgefühl verwirrt. 638　彼女の忠実な友である
プロトエが一身を賭して諫言するが，戦いにはやる心はアキレウスと
同様に抑えが利かなくなっている。退却を拒む理由をいかに繰り出そ
うとも，それが女王としての冷静な判断から出たものでないことは，
彼女の間歇的な内省の言葉から，鎧の下にわずかに素肌が露出するよ
うに窺われる。「わたしは自分のことだけを考えているのだろうか。
わたしを戦場に呼びかえすものは，わたしの望みにすぎないのだろう
か 」Denk ich bloß mich, sinds meine Wünshe bloß, /Die mich 
zurück aufs Feld der Schlachten rufen? 682　「─ほんの数時間前か
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ら，私はどんな人間になってしまったのか？」─ Was bin ich denn 
seit einer Hand voll Stunden? 747
第６場　 ここの場面はペンテズィレーアとアキレウスの戦いの間奏曲であり，
女祭司長と少女たちが準備するバラの祭りの前奏曲でもある。バラを
摘む少女たちが休む木陰は，明るい松 Pinie が投げかけているので
あって，後にアキレウスが身を隠すカシ Eiche（13場）や唐檜 Fichte
（23場）ではない（エウリピデスの『バッカイ』では，カシと松が数
少ない舞台装置としてつかわれているが，この松はドイツ語では唐檜
と訳されるのが定着しており，Hederich の神話辞典の Pentheus の項
でもそうである）。既に，楡 Ormen や糸杉 Zypresse の名も現れてい
たが，この場面ではさらに月桂樹 Lorbeerbaum の木陰も，アルテミ
スのカシの森 Eichenhain も言及され，戦場を彩る背景としてフロー
ラの世界が開示される。これはペンテズィレーアの南方的存在の別の
一面でもある。
第７場　 戦場で一騎打ちに向うペンテズィレーアとアキレウスの様子を丘の上
に上ったアマゾンの少女が俯瞰的に叙述する。ここでのテイコスコピ
アは，ホメロスの『イリアス』においてヘレナがトロイアの城壁に
登って行うその原型といわれるものに近いとも言えるが，描写はずっ
と短い。騎乗の両雄激突の直前までがここで描かれ，その結果が次の
第８場で語られるからである。つまり，第２場・第３場では過去の報
告から同時報告へとつながったが，第７場・第８場では逆に同時報告
から直前の過去の報告へと連なり，さらにこの同じ移行パターン（同
時報告から直前の過去の報告へ）は，後に第22場・第23場でも繰り返
される。
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第８場　 アマゾンの指揮官の一人が登場し，女祭司長にペンテズィレーアの敗
北を告げる。「アキレウスと女王は長い槍をかざしたまま激突しまし
た。まるで黒雲のなかから放たれた二本の稲妻がぶつかりあうよう
に。お互いの胸に当たった槍は鎧より弱かったので，砕け散りました。
彼ペレウスの息子のほうは踏みとどまりましたが，ペンテズィレーア
のほうは馬からどうと落ちたのです。もう死の一歩手前でした。相手
の目の前の砂塵のなかでのたうちまわり，相手の復讐の一撃を待ちう
けているようなものです。だれだってこう思いました。彼は彼女に完
全にとどめをさして冥府に送りこむだろうと。でも不可解なことに彼
は顔色も青ざめて立ちすくみました，死の影のように。神々よ！　と
彼は叫びました，瀕死のこの女のまなざしがわたしを貫いたと」
Achill und sie, mit vorgelegten Lanzen, /Begegnen beide sich, zween 
Donnerkeile, /Die aus Gewölken in einander fahren; /Die Lanzen, 
schwächer als die Brüste, splittern: /Er der Pelide, steht, Penthe-
silea, /Sie sinkt, die Tod umschattete, vom Pferd. /Und da sie jetzt, 
die Rache preisgegeben, /Im Staub sich vor ihm wälzt, denkt jegli-
cher, /Zum Orkus völlig stürzen wird er sie; /Doch bleich selbst 
steht der Unbegleifliche, /Ein Todesschatten da. Ihr Götter ruft er, /
Was für ein Blick der Sterbenden traf mich! 1122　以上のように，
ここでも原文のほとんどの動詞は生き生きとした歴史的現在である。
アキレウスの叫ぶ言葉が唯一の例外として過去形であることによっ
て，一種の引用符の役割を果たしている。この作家は，文字テクスト
中の引用符に代わるものを細かく工夫をする嗜癖があるが，この表現
はそれにとどまらない。直前の第７場でペンテズィレーアが「愛の神
アモルの矢に射抜かれた」Von Amors Pfeil getroffen と女指揮官と
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女祭司長によって二度繰り返されたことが，アキレウスにも起こった
という隈取りにもなっているのである。よろめきながら退却するペン
テズィレーアに武器を捨てたアキレウスが迫ってくる。
第９場　 アマゾンの掟が命ずる戦いに勝って愛を得るという夢が打ち砕かれた
ペンテズィレーアの錯乱，その分裂が明らかになる。戦うことと愛す
ることに引き裂かれて，彼女は歩を運べない。一旦は気を取り直して，
兵をまとめて再起する決意を述べるものの，祭典のために用意された
バラの花環をみて感情を激発させ，花環を打ち散らす。「花の環のよ
うに結び合わされているこの大世界を，今の手編みのバラの冠のひと
つのように，こなごなにしてしまえたら，どんなにいいだろう！　─
おお，アフロディテよ！」Daß ich den ganzen Kranz der Welten so, 
/Wie dies Geflecht der Blumen, lösen könnte! ─ O Aphrodite! 1229　
軍神アレスと愛の女神アフロディテ両者がペンテズィレーアの存在な
のである。「矢の速さで」Im Schuß der pfeile 1236 アキレウスが迫
るなか，岩山の橋に至って再び彼女は立ち止まり，「わたしはイデの
山をころがしてオッサの山に重ね」Den Ida will ich auf den Ossa 
wälzen 1375 その上に立って，太陽ヘリオスの金の髪を捕らえて引き
ずりおろすと言う。この不可能な試みは，手稿ではもっとスケールが
大きい。「わたしはイデの山をころがしてまずペリオンの山に重ね，
それからペリオンをオッサの山に重ね，オッサをコーカサスに載せ，
コーカサスをアルタイに載せ，アルタイ，ペリオン，コーカサスとい
う世界中の山にわたしの梯子をひとつ架ける」Den Ida will ich erst 
auf Pelion /Und Pelion wieder auf den Ossa wälzen /Den Ossa will 
auf Kaukasus, /Und Kaukasus auf den Altai türmen, /Mir von Altai, 
Pelion, Kaukasus, /Den Weltgebürgen, eine Leiter bauen, 1181　手稿
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の表現が後になって抑制されおり，何度も推敲されたことを示す一例
である。
第10場～ 第13場　ペンテズィレーアが気絶している間に，アキレウスの一隊が
彼女たちを捕虜にする。アキレウスはペンテズィレーアの体をプロト
エから受け取り，カシの木の根元に横たえる。オデュセウスとディオ
メーデスに率いられたギリシャ軍は，退却するアマゾン軍を追って去
り，アキレウスはプロトエと対話を続ける。アキレウスはヘクトルに
した仕打ちをペンテズィレーアにもするつもりだと語ったすぐ後で，
「わたしが愛していると，彼女に言ってください」Sag ihr, daß ich 
sie liebe 1520 と告げる。そしてペンテズィレーアが彼の捕虜である
ことを知って命を絶つのを防ぐため，カシの木陰に身を潜める。
第14場　 プロトエの腕の中でペンテズィレーアの意識が戻る。彼女はアキレウ
スとの一騎打ちで倒れたことを夢の中の出来事だと思い，プロトエに
その出来事を語って聞かせる（1560－）。10数行の文だが，動詞の時
制は過去形が３回 war, traf, wiederhallte の後は，やはり歴史的現在
が続く。それに対して，プロトエとアキレウスが事実を偽って，倒れ
たのは彼女ではなくアキレウスのほうであり，彼こそが捕虜となった
のだと語る科白は，全部過去形である（1614－1618）。つまり，ペン
テズィレーアが告げる夢とされるものの真実の報告が過去形から歴史
的現在に移行しているのに対し，事実とされる偽りの報告が過去形で
一貫しており，その二人の言葉によってペンテズィレーアは真実を夢
とみなし，偽りを事実として受け入れるのである。太陽神のごときア
キレウスを獲得したと歓喜したペンテズィレーアは，血液が体中を駆
け上がって頬を染めるという生理的現象を劇的かつダイナミックに表
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現しており，その身体の比喩は，彼女の想像の翼に乗って，アルテミ
スの寺院で行われるバラの祭典の描写につながっていく。寺院の扉が
開かれ，犠牲の牡牛が屠られ，その血潮が巫女たちによって洗い流さ
れ，ラッパが響き，歌声と歓声が丸屋根を揺るがす。ペンテズィレー
アの湧き上がる血潮は，身体とアルテミスの寺院を一体のものとして
めぐっているのである。あまりの興奮をいましめるプロトエに，彼女
はほんのひとときこの歓びの奔流に心を浸らせてほしいと言う。「こ
の心臓がひと打ちするたびに，わたしの胸の汚れが，ひとつずつあの
ゆたかな波に洗い流されていくのです。…今ほど死んでも悔いはない
という気持になったことはなかった」Mit jedem Schlag in seine üpp-
gen Wellen /Wäscht sich ein Makel mir vom Busen weg. ---Zum 
Tode war ich nie so reif als jetzt. 1677 と，その至福を形容するのは，
間近に迫った結末の予感であろう。アレスの馬車が冥府の門に逃れて
いくと少女たちが合唱するのがやんで，第14場は終わる。
第15場　 ペンテズィレーアはようやく直接アキレウスに向って対話を始める。
その中でアマゾン国の起源が語られ，ペンテズィレーアの戦いの謎が
ようやく解明される。これは本来この作品の前提部である。クライス
トが好む後回しにされた前提部でまず明らかにされるのは，イリアス
に歌われた英雄アキレウスに対する彼女の憧れであり，それが彼女の
愛の出発点である。それからアマゾンの掟と建国の歴史がその背景と
して，実は愛の成就を阻むものとして語られるのであるが，彼女は自
身が語るその矛盾に気づかない。彼女が実際にアキレウスを倒し捕虜
にしたのであれば，不幸な破局は起きないからである。この仮構のな
かで心を許したペンテズィレーアによる長い物語は，３つの部分から
なっている。始祖タナイスによるアマゾン建国を語る前段（1905－
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2001）では過去形の動詞が支配的であるが，その後成立した国の制度
と習慣について述べる中段（2026－2087）は現在まで続いている事実
であるから現在形であり，ペンテズィレーアの母オトレレの死から今
回の出征に至るまでの後段（2098－2222）では彼女の経験したことを
話すのであるから動詞は再び過去形になる。オトレレは，娘ペンテ
ズィレーアに戦場でアキレウスを倒し，夫とするように遺言する。オ
トレレの死後１ヶ月もの間，墓のかたわらで泣いていたペンテズィ
レーアが王位に推され，マルスの寺院で黄金の弓を受け取り，トロイ
アに向けて軍を進めたと語る前後では，二度にわたって『イリアス』
に歌われた世界への憧れが告白されている。この母の遺言と『イリア
ス』によってアキレウスはペンテズィレーアにとって運命となったこ
とが語られているのであり，古代ギリシャの悲劇では神々の仕業とさ
れる恋愛がクライストの作品ではロマン的な背景を与えられているこ
とになる。以上はいずれもアキレウスの問いに答える形で話される物
語であるが，実に劇全体の３分の２が進行したところで隠されていた
前提部が謎解きのように挿入された構成であり，ソフォクレスの『オ
イディプス王』のような仕組みでありながら，それが作品の結末では
なく，さらなる展開を控えた中盤に置かれているのである。『ペンテ
ズィレーア』の詩行のほぼ半分は描写 Beschreibung ないし報告 Be-
richt であり，その中の半分つまり全体の４分の１を第15場の物語が
占めているという構造については既に Hans Klein と Siegfried Strel-
ler の研究が指摘している。さらにそれを補足して言えば，第２場・
第３場と第７場・第８場と第22場・第23場・第24場に見られる連続す
る使者の報告がこの劇の核心である第15場のまわりに配されている。
ひとつの過去の物語を現在進行中の複数の報告が彩る形になっている
のである。
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第16場～ 第19場　アマゾン軍が反撃に転じ，ペンテズィレーアを奪回しようと
迫ってくる。アキレウスとペンテズィレーアは互いを自分の故国へ連
れ帰ろうとするが，両軍に引き裂かれ再び離れ離れになる。ペンテ
ズィレーアはアマゾン軍の奮戦で自分が救い出されたことを呪う。そ
れを聞いた女祭司長は，掟に反した彼女の行為を追放に値すると非難
する。ペンテズィレーアは自分のせいでアマゾン軍がギリシャ人の捕
虜をすべて失ったことを知り，「永遠の闇の中に身を隠すつもりです」
Ich will in ewige Finsternis mich bergen 2351 と，くずおれる。
第20場　 アマゾン陣営。アキレウスの使者が登場し，どちらが捕虜となるかを
決するために再び両者が一騎打ちを戦うことを申し入れる。それを聞
いて，国外に追放されるほどの犠牲を払った愛がアキレウスには届か
なかったと激昂したペンテズィレーアは，周囲の声に耳を貸さず，猟
犬を呼び寄せ，象や鎌つき戦車を繰り出そうとし，狂乱の相を示す。
彼女は，大弓を手にし，戦いの神アレスに呼びかけ，彼女の心を鎮め
ようとするプロトエに矢を向けるまでにいたる。
第21場　 ギリシャ陣営。アキレウスが自分の真意をディオメーデスとオデュセ
ウスに打ち明ける。戦場でわざと捕虜となってアマゾンの国に行き，
数ヶ月後には解放されて，うまくいけばペンテズィレーアを連れ帰る
というのである。その意図は二人にまったく理解されず，口論が続く
うち，呼びかけに応じたペンテズィレーアが猟犬や象や騎兵を従えて
近づいてくるという報が届く。
第22場　 アマゾン陣営（以降，最後まで）。戦場に向うペンテズィレーアの狂
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気の有様が女戦士や巫女や女祭司長によって語られ，彼女たちが混乱
する中，突然勝利の歓声があがる。丘の上に上った一人の女戦士が，
驚愕のあまり言葉少なく，ペンテズィレーアが猟犬に混じってアキレ
ウスの四肢を食いちぎっていると告げる。この短い数行がまたしても
テイコスコピアであり，次の第23場で行われるメーロエの報告のプロ
ローグとなっている。女戦士は，「死人のように青ざめて，残忍な行
為の謎を解くことばを伝える人が，こちらにやってくる」Hier 
kommt es, bleich, wie eine Leiche, schon /Das Wort des Greuelrät-
sels uns heran. 2599 と言って，丘を降り，一同とともにその報告者
メーロエを迎える。
第23場　 メーロエ（手稿ではアステリア）は，戦慄させるゴルゴンのような表
情で目撃したことを語り始める。その報告は，ほぼ70行にわたってお
り，用いられているほとんどの動詞が現在形である。直前のテイコス
コピアと連続して，今まさに殺害の場面を眼前にしているような臨場
感があるのは，この歴史的現在の効果でもある。現在形の動詞は60個
近く，過去形の動詞は８個用いられているが，過去形のうちの１個は，
アキレウスの言葉の直接引用，「これが君の約束してくれたバラの祭
りなのかい？」Ist dies das Rosenfest, das du versprachst? 2665 にお
いてであり，ペンテズィレーアの行為の描写において過去形の動詞が
使われているのは，その冒頭近くの２個「あの人が恋する青年に立ち
向かっていかれたのは，皆さんもご存じです。…吠え立てる猟犬や象
たちに取り巻かれ，弓を手にしてあの人は進み出ていきました」Ihr 
wißt, /Sie zog dem Jüngling, den sie liebt, entgegen, …Von Hunden 
rings umheult und Elefanten, /Kam sie daher, den Bogen in der 
Hand: 2605 その後，中程で１個「その間に女王は次第に近づいてき
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ました」Inzwischen schritt die Königin heran, 2640 そして，最後に
２個「わたしがそこに現れた時には，あの人の口から，両手から，血
が滴り落ちていました」als ich erschien, /Troff Blut von Mund und 
Händen ihr herab 2673 の５個にすぎない。最初の過去形の文のすぐ
後には，ペンテズィレーアの姿が町々を焼き尽くす戦争そのものより
も荒々しく，いとわしいと述べる現在形の文が続き，次にアキレウス
の描写，「彼もまたあの人を愛していたからなのです。彼女の青春の
輝きに心を動かされて，彼女について女王ディアナの殿堂まで行くつ
もりだったのです」Er liebte sie, gerührt von ihrer Jugend, /Zu 
Dianas Tempel folgen wollt er ihr: 2622 の２個の過去形は，現在形
で描写される背景としての過去であり，前景が過去形で描写されてい
るなら，過去完了になる時制である。前景ではアキレウスの描写も現
在形であるのは，続く文「彼はすばらしい期待に胸をふくらませなが
ら，あの人に近づいていきます」Er naht sich ihr, voll süßer Ahn-
dungen 2624 からもわかる。ちなみに中程の１個として挙げた文とそ
れに続く数行は，対応する手稿では「しかし女王は彼を見るやいなや」
Jedoch die Königin erblickt ihn kaum 2319 と書かれているだけであ
るが，決定稿では「その間に女王は次第に近づいてきました。その後
ろに猟犬たちを従え，猟師のように堂々と森や山を見渡しながら。そ
して彼が枝と枝を追い分けて，彼女の足もとにひれ伏そうとする時」
Inzwischen schritt die Königin heran, /Die Doggen hinter ihr, 
Gewirg und Wald /Hochher, gleich einem Jäger, überschauend; /Und 
da er eben, die Geweige öffnend, /Zu ihrem Füßen niedersinken will: 
2640 と，より劇的な描写になっている。この過去形の動詞「近づい
てきました」schritt…heran は，その前の文でアキレウスが「ところ
が，逃げ道はもう一隊の兵によって遮断されていました。不運に見舞
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われた彼は立ち止まり，両手をさし上げ，身をかがめて，新緑の枝を
重そうに垂らしている唐檜の陰に身を隠します」Und steht, von 
einer Schar schon abgeschnitten, /Und hebt die Händ empor, und 
duckt und birgt /In eine Fichte sich, der Unglücksel’ge, /Die schwer 
mit dunkeln Zweigen niederhangt 2636 と現在形で描写される前の時
点に遡ってペンテズィレーアに視点を戻したのであり，これもやはり
前景が過去形なら過去完了形が使われるところである。そうなってい
ないのは，メーロエにとって目撃した衝撃の出来事が，背景となる事
実を除いてまだ過去のものにはなっていないからである。メーロエの
報告が中断され，聞き手だった巫女がペンテズィレーアの生い立ちを
述べるところは（2677－）当然のことながら過去形であるが，再び間
があって，残虐行為の後のペンテズィレーアを描写する文（2695－）
では現在に戻り，この第23場最後の詩行で，メーロエが自身のことを
述べる１行でようやく過去形になる。「わたしは恐怖に襲われました。
そしてみんなのところに逃げ帰ってきたのです」Entsetzen griff 
mich, und ich floh zu euch. 2703
第24場　 正気を失ったまま陣営に戻ったペンテズィレーアは，しばらく言葉を
発せず，その仕草は彼女を取り囲むアマゾンの戦士や巫女によって叙
述される。観客には見えない表情までも彼女たちの描写によって伝え
られる点で，これは見えない場面を言語化する一種のテイコスコピア
と言えなくもなく，その現在形は直前のメーロエの報告に連続するの
である。劇の初めでは，激動する動きが報告された後テイコスコピア
に移行してアキレウスが現れたが，終盤では，22場のテイコスコピア
から23場のメーロエの報告に移り，24場のペンテズィレーアの登場の
後に再び周囲の者による同時描写になる。彼女たちの言葉によると，
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ペンテズィレーアは女祭司長の前に立ち，アキレウスの死体をその足
元に置かせ，まじろぎもせず顔を見つめている。アキレウスを射抜い
た矢を取り出し，丹念にしごいて血をぬぐった後，箙の中に戻すまで
の動作は，演じられるばかりでなく，周囲の者の科白でも語られ，そ
の一方，演技では示せない象徴的な弓の動きも言葉でならば，描写さ
れるのである。「弓があのかたの手から離れて落ちました。ごらんな
さい，弓はぐらぐらと揺れ─　からからと響きをたて，揺れ動きなが
ら落ちていきます！　ほら，地上でもう一度はねかえっています。そ
して弓は死んだように止まった。タナイスによって生まれた統治の象
徴は死んだ」Der Bogen stürzt’ ihr aus der Hand danieder! /Seht, 
wie er taumelt－ Krirrt, und wankt, und fällt－! /Und noch einmal 
am Boden zuckt－ Und stirbt, /Wie er der Tanaïs geboren ward. 
2769　この後もペンテズィレーアは，ひとしきり無言の表現を続け
る。彼女に言葉が戻るには，プロトエの手を借りて水盤の水をかぶり，
白鳥のように蘇生するまで待たなければならない。そして正気が戻っ
たペンテズィレーアは，アキレウスの無残な死体を前にしてこう叫
ぶ。「でも，ああプロトエ，この掠奪のときに，卑劣にも開かれた門
を避け，この雪のように白い雪
ア ラ バ ス タ ー
花石膏の壁を破って，私の大事な神殿
に押し入ったのはだれなのです，神々の似姿のようなこの若者の姿を
こんなに醜くゆがめてしまったのはだれなのです，この人が，生きて
いるのか腐っていくのか議論する余地もないほど明らかに，この人を
こんなひどい姿にしてしまった者は誰なのです」Doch wer, o Protoe, 
bei diesem Raube /Die offne Pforte ruchlos mied, durch alle /Schnee-
weißen Alabasterwände mir /In diesem Tempel brach; wer diesen 
Jüngling, /Das Ebenbild der Götter, so entstellt, /Daß Leben und 
Verwesung sich nicht streiten, 2925　アキレウスを神殿に喩え，そ
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の破壊の跡を見てアナグノリシスにいたるペンテズィレーアは，エウ
リピデスの『タウリケのイピゲネイア』とゲーテの『タウリスのイ
フィゲーニエ』において，神殿が汚されたという口実で捕らわれの身
から解放される主人公たちとは，いかにかけ離れていることだろう。
彼女が忘我の境で犯したことを告げる言葉は過去形であり，彼女がそ
れを問いただす言葉も過去形である。「─彼が抵抗しなかったのはど
ういうわけだったというの？」－Wie kam es denn, daß er sich nicht 
gewehrt? 2969　己の行為を悟って，アキレウスの死体に直接話しか
ける時になってようやく現在形になる。そして，プロトエに向って，
故国に帰って始祖タナイスの灰を空中に撒けと告げ，今は自ら報告者
となって，アキレウスの後を追うのである。「だってね，私はこれか
ら自分の胸の奥底に下りていくのだもの，深い鉱山の竪穴のように，
そしてその奥底から粗
あらがね
鉱のように冷たい，すべてを滅ぼす感情という
鉱石を掘り出します。その鉱石をわたしは，苦しみという炎で精錬す
る，そして固い鋼鉄に鍛えあげる。その鋼
は が ね
鉄に後悔という毒を，焼け
るように蝕んでゆく毒をたっぷりと浸し，それを希望という永遠の
鉄
かなとこ
砥に載せて，鋭くとがった短剣を研ぎあげる。その短剣にわたしは
自分の胸をさし出すのだ。こうして！　こうして！　こう！　こう！　
そしてもう一度！─さあこれでいい」Denn jetzt steig ich in meinen 
Busen nieder, /Gleich einem Schacht, und grabe kalt wie Erz, /Mir 
ein vernichtendes Gefühl hervor. /Dies Erz, dies läutr’ ich in der 
Glut des Jammers /Hart mir zu Stahl; tränk es mit Gift sodann, /
Heißätzendem, der Reue, durch und durch; Trag es der Hoffnung 
ewgem Ambos zu, /Und schärf und spitz es mir zu einem Dolch; /
Und diesem Dolch jetzt reich ich meine Brust: /So! So! So! So! Und 
wieder! －Nun ists gut. 3025　現実と言語との乖離を容認せず，常に
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一体であり続けたいという強迫観念からのペンテズィレーア＝クライ
ストの帰結は，言語による肉体の消滅でしかなかったということにな
ろうか。
　ギリシャ悲劇では，観客と神話を背景とする舞台との間に一定の距離が前提
とされているが，劇の展開中，その距離がなくなり，神話と現実が渾然一体と
なる時間がある。その距離を再び取り戻すために，つなぐと同時に切り離す行
為として連結するのが使者の報告，あるいはまたデウス・エクス・マキーナ（機
械仕掛けの神）であり，本来の距離を自覚するための架橋という逆説こそが，
その技法の役割だったのであろう。ところが，クライストの『ペンテズィレー
ア』における使者の報告あるいはテイコスコピアにはその距離がない。よって
過去と現在の架橋もありえず，それらの報告は神話の舞台に登場する人物の影
のように絶えず寄り添い，伸縮する幻像を投げかける現在であり続けるのであ
る。形影相弔う。それゆえ，切れ目のない臨場感の果てに幕が下りても，観客
は覚めやらぬ夢路をたどらざるをえず，現在形のままに語る目撃者の報告を自
らが体験することになるのであろう。こうして死にゆくペンテズィレーアの最
後の台詞も，舞台上でありながらまるで視界外の出来事を自ら告げる使者の報
告あるいはテイコスコピアの如きものとして聞くことになるのである。
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